【調査票ⅲ（一般市民用）】


認知症市民意識調査　アンケート
問１　あなた自身についてお伺いします。

	年齢
	　　　　　歳（※令和元年　　月　　日現在）

	性別
	１．男性　　　　２．女性

	お住まいの学区・地区
	１．志津      ２．志津南      ３．草津      ４．大路
５．渋川      ６．矢倉        ７．老上　　　８．老上西
９．玉川      10．南笠東　　　11．山田　　  12．笠縫
13．笠縫東    14．常盤　　　  15．わからない

	家族構成
	あなたと同居している家族は、あなたを含めて何人ですか。

　　　　　人

	
	うち、65歳以上の高齢者がいますか。

１．いる　　　２．いない

	職業
	１．正社員（会社員・公務員など）　
２．自営業
３．学生

４．パート、アルバイト、派遣社員、契約社員、嘱託員など
５．会社、団体などの役員
６．家事専従
７．無職

８．その他（　　　　　　　　　　　）


（１）認知症に対する知識と認識について

問２　あなたは、認知症という病気について、どの程度ご存知ですか。
	　１．どのような症状の病気かよく知っている
　２．どのような症状の病気かある程度知っている
　３．認知症という言葉ぐらいは知っている
　４．まったく知らない


問３　あなたが認知症の症状だと思うのは、次のうちどれですか。（あてはまるものすべてに○）

	　１．約束を忘れたり、薬を飲み忘れたりすることが多くなった

　２．同じことを何回も言ったり聞いたりするようになった

　３．物事への興味や関心が失われた

　４．お金の管理ができなくなった

　５．ものの名前が出てこなくなった

　６．慣れた道でも迷うようになった

　７．家事や、仕事の上のミスが多くなった

　８．ささいなことで怒りっぽくなった

　９．お金やものが盗まれたというようになった

　10．人に会うのを避けるようになった

　11．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問４　あなたは、自分自身が認知症になった場合のことを考えたことがありますか。

	　　１．はい　　２．いいえ　　３．わからない


問５　あなたの認知症に対するイメージは、次のうちどれですか。（あてはまるものすべてに○）
	　１． 認知症になっても、できないことを自ら工夫して補いながら、今まで暮らしてきた地域で、今までどおり自立的に生活できる

　２． 認知症になっても、医療・介護などのサポートを利用しながら、今まで暮らしてきた地域で生活していける

　３． 認知症になると、身の回りのことができなくなり、介護施設に入ってサポートを利用することが必要になる

　４． 認知症になると、暴言、暴力など周りの人に迷惑をかけてしまうので、今まで暮らしてきた地域で生活することが難しくなる

　５． 認知症になると、症状が進行していき、何もできなくなってしまう


問６　認知症の情報を何から得られていますか。（あてはまるものすべてに○）
	　１．認知症の講演会や催し物　　　　　　　２．テレビ、ラジオ等のマスコミ

　３．雑誌等の書物　　　　　　　　　　　　４．友人・知人からの話

　５．市役所（地域包括支援センター）など　６．医療機関、診療所など

　７．介護関連事業所（ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ）など　　　８．民生委員

　９．社会福祉協議会　　　　　　　　　　　10．パンフレットなどの認知症啓発物

　11．その他（　　　　　　　　　　　　　）12．特にない


問７　これまでに認知症に関する講演会や催しに参加したことはありますか。

	　　１．はい　　２．いいえ　　３．わからない
　　　↓「はい」とお答えした人にお尋ねします。
どのような講演会や催しに参加したことがありますか。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


（２）もし、あなたやあなたの家族が認知症になったら
問８　あなたは、今までに認知症の方と接した経験がありますか。（あてはまるものすべてに〇）

	　１．家族など身近な人の介護で、過去に経験がある

　２．家族など身近な人の介護で、現在も介護をしている
　３．仕事やボランティアで経験がある
　４．友人、知人や近隣住民として経験がある

　５．１～４以外で経験がある
　　　　→具体的に（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　６．経験はない


問９　あなたは、周囲の人の対応によって、認知症の症状の進行が変わると思いますか。

	　１．そう思う
２．どちらかといえばそう思う

　３．どちらかといえばそう思わない
４．そう思わない
５．わからない


問１０　あなたの認知症に対する不安は、次のうちどれですか。（あてはまるものすべてに○）
	　１． 家族に身体的・精神的負担をかけるのではないか

　２． 家族以外の周りの人に迷惑をかけてしまうのではないか

　３． 買い物や料理、車の運転など、これまでできていたことができなくなってしまうのではないか

　４． 必要な介護サービスを利用することができず、現在の住まいで生活できなくなるのではないか

　５． 誇りを持って生活できなくなるのではないか

　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問１１　もし、あなたやあなたの家族が認知症の疑いがあるとき、家族や知人以外では、まず、どこに（だれに）相談すると思いますか。（もっともあてはまるものに〇）
	　１．地域包括支援センター　　　　　　　　２．市役所
　３．認知症専門医　　　　　　　　　　　　４．かかりつけ医
　５．介護関連施設（ケアマネジャーなど）　６．民生委員
　７．認知症の人と家族の会　　　　　　　　８．認知症コールセンター
　９．どこに相談したらいいのかわからない　１０．その他（　　　　　　　　　　　　）


問１２　もし、あなたの家族が認知症になったら、そのことを近所の人に知ってもらおうと思いますか。（もっともあてはまるものに○）

	　１．知ってもらって、見守りや声かけなど協力をお願いしたい

　２．知っておくだけ知っておいてほしい

　３．隠す必要もないが、あえてそのことを知っておいてもらう必要もない

　４．できればあまり知られたくないので隠したい

　５．わからない

　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問１３　もし、あなたが認知症になったら、そのことを近所の人に知ってもらおうと思いますか。（もっともあてはまるものに○）

	　１．知ってもらって、見守りや声かけなど協力をお願いしたい

　２．知っておくだけ知っておいてほしい

　３．隠す必要もないが、あえてそのことを知っておいてもらう必要もない

　４．できればあまり知られたくないので隠したい

　５．わからない

　６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問１４　もし、あなたの家族が認知症になったら、どこで生活したいですか。（もっともあてはまるものに○）

	　１． できる限り、家族・親族だけで自宅で介護したい
　２． できる限り、近所の人と家族・親族中心に自宅で介護したい
　３． できる限り、介護サービスと家族・親族中心に自宅で介護したい
　４． 病院に入院させたい

　５． 特別養護老人ホームやグループホームなどの施設に入所させたい
　６． わからない

　７． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


※１　特別養護老人ホーム

要介護高齢者のための生活施設。入浴、排泄、食事等の介護その他日常生活の世話、機能訓練、健康管理及び療養上の世話を行う。

※２　認知症対応型共同生活介護（グループホーム）
認知症（急性を除く）の高齢者に対して、共同生活住居で、家庭的な環境と地域住民との交流の下、入浴、排泄、食事等の介護などの日常生活上の世話と機能訓練を行う。
問１５　もし、あなたが認知症になったら、どこで生活したいですか。（もっともあてはまるものに○）

	　１． できる限り、家族・親族だけで自宅で介護されたい

　２． できる限り、近所の人と家族・親族中心に自宅で介護されたい

　３． できる限り、介護サービスと家族・親族中心に自宅で介護されたい
　４． 病院に入院したい

　５． 特別養護老人ホームやグループホームなどの施設に入所したい
　６． わからない

　７． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


（３）認知症予防について
問１６　あなたが認知症の予防のために取り組んでいることはありますか。（あてはまるものすべてに〇）
	　１．定期的な運動
　２．バランスの取れた食習慣
　３．定期的な健診の受診
　４．地域での活動への参加（サロン、老人クラブ、クラブサークル、ボランティアなど）
５．認知症に関するセミナー等に参加し、基礎知識を得る
６．クイズ、計算、手指の体操など、脳トレを行う
７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問１７　認知症の予防についてどのように考えますか。（あてはまるものすべてに〇）
	　１．自宅でもできる簡単な予防活動があれば取り組みたい
　２．認知症を早期に発見できるテスト等があれば受けてみたい

　３．近くのサロン等で予防活動を行っていれば参加したい
　４．予防等の講座があれば参加したい
　５．予防活動に取り組む必要を感じない
６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


（４）認知症に関する制度やサービスについて
問１８　次のうち、あなたが知っているものすべてに○をしてください。

	　１．地域包括支援センター　　　　２．消費生活センター

　３．認知症の人と家族の会　　　　４．認知症疾患医療センター
　５．成年後見センターもだま　　　６．認知症なんでも相談所


※１　地域包括支援センター

高齢者の総合的な相談窓口

※２　消費生活センター
消費生活に関する困りごとや、契約・解約に関することなど消費生活全般の相談窓
口
※３　認知症の人と家族の会
　　　認知症の人とその家族や介護者が体験談や悩み等を話し、集う場

※４　認知症疾患医療センター
家族をはじめ、保健医療・福祉関係者等認知症の人にかかわる人からの相談窓口
※５　成年後見センターもだま
　　　障がい者・高齢者等に対する相談業務や後見業務を行う法人
※６　認知症なんでも相談所
　　　地域密着型サービス事業所にある認知症のことや介護のこと等を相談する窓口
問１９　市等が実施している、認知症に関する取組のうち、知っているものはどれですか。（あてはまるものすべてに〇）

	　１． 認知症キャラバン・メイトの養成・支援
　２． 認知症市民講座の開催
３． 認知症の人にやさしいお店の推進
４． 認知症カフェ
　５． 地域安心声かけ訓練
　６． 徘徊高齢者ＳＯＳネットワーク事前登録
　７． 徘徊高齢者等探索システム（ＧＰＳ）利用支援
　８． 認知症高齢者への支給限度額上乗せサービス
　９． 地域福祉権利擁護事業
　10． 成年後見制度
　11． 知らない


※１　地域福祉権利擁護事業
　　　 利用者ができる限り地域で自立した生活を継続していくために、福祉サービスの利用支援やそれに付随した日常的な金銭管理等の援助を行う。
※２　成年後見制度
　　　財産管理や身上監護に関する契約等の法律行為全般を行う。
問２０　草津市では「認知症サポーター養成講座」を開催していますが、知っていますか。（あてはまるものすべてに〇）

	　１．講座を受けたことがある
　２．名前は聞いたことがある
　３．知らない


※認知症サポーター養成講座
　認知症の人やその家族を見守り、支援する「認知症サポーター」を養成するための講座
問２１　問２０で「２．名前は聞いたことがある」または「３．知らない」とお答えされた方におうかがいします。あなたは「認知症サポーター養成講座」を受講したいと思いますか。
	　１．受講したい　　　　　　　　　　２．受講したくない
　３．わからない


問２２　あなたの近所に認知症の方がいる場合、どのように感じ、どのように行動したいですか。（もっともあてはまるものに○）

	　１． 地域として何かできることがあれば協力したい

　２． 今は無理でも、今後勉強して何か力になりたい

　３． 自分にはそういう力がないので、特にできることはない

　４． 何をどうしたらいいのかわからない

　５． できるだけ関わりたくない

　６． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問２３　認知症の方とその家族を支えるとしたら、あなたにはどんなことができると考えますか。（あてはまるものすべてに〇）
	認知症の方に対して
	介護している家族に対して

	１．話し相手になる
２．買い物や近くまでの外出などに付き添う
３．簡単な家の修理や掃除、庭の草刈などを
　　手伝う
４．病気などの緊急時に看病をしたり、医者
　　を呼ぶなどの手助けを行う
５．定期的に声をかける
６．地域の防災組織に加入し、地震などの
　　災害時の安否確認を行う
７．その他（　　　　　　　　　　　　　）
８．わからない
９．自分にできることは何もない
	１．話し相手になる
２．買い物や家事などを手伝う
３．簡単な家の修理や掃除、庭の草刈など
を手伝う。
４．病気などの緊急時に看病をしたり、医者を呼ぶなどの手助けを行う
５．定期的に声をかける
６．地域の防災組織に加入し、地震などの災害時の安否確認を行う
７．その他（　　　　　　　　　　　　　）
８．わからない
９．自分にできることは何もない


問２４　認知症の施策を進めていくうえで、どのようなことに重点を置くべきだと思いますか。（あてはまるもの３つまで〇）

	1． 医療・介護・地域が連携した早期発見・早期診療の仕組みづくり
2． 医療・介護等の専門職向けの対応向上の研修
3． 介護者同士が気軽に話せる情報交換の場所
4． 認知症の介護方法、対応方法など家族向けの研修
5． 認知症の方同士が気軽に話せる場所
6． 認知症の人が社会参加したり活躍できる仕組みづくり
7． 認知症のことを相談できる窓口・体制の充実
8． 認知症の人を地域で見守る体制の充実
9． 認知症の方が安心して生活できるグループホームや入所施設の整備
10． 市民への認知症の正しい啓発
11． 分からない
12． その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問２５　あなたやあなたの家族が認知症になった場合、安心で暮らしやすい地域とはどんな地域だと思いますか。（あてはまるもの３つまで〇）
１．声かけ・見守り・住民同士の助け合いがある地域　  　

２．認知症の正しい知識が啓発されている地域

３．ちょっとした困りごとや不安を相談できる地域　　　

４．公的な支援やサービス、行政施策が充実している地域

５．認知症になっても可能な限り自分のできる事は続け、なじみの中で暮らせる地域　　　　

６．認知症の人が活躍できる場のある地域
７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

調査にご協力ありがとうございました。

お手数ですが、返信用封筒にこの用紙を入れて、８月２３日（金）までにご投函くださいますよう、お願い申しあげます。

➞問３　へお進みください。





➞問４　へお進みください。





➞問２２　へお進みください。





➞問２１　へお進みください。








9

